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第 36回日本臨床寄生虫学会大会を終えて 
 
 

大会長 
石渡 賢治（東京慈恵会医科大学熱帯医学講座） 

 
2025年（令和 7年）6月 14日に，第 36回日本臨床寄生虫学会大会を東京慈恵会医科大学西新橋キャ
ンパス 大学 1 号館講堂で開催させていただきました．ご参集くださいました学会員の皆さまをはじめ
運営にご協力いただきました理事，評議員の諸先生，学会事務局，さらにご支援を賜りました皆さまに

深謝しお礼を申し上げます． 
大会長の打診を受けた際には，嬉しさよりもしっかりと運営できるかの不安が勝り，即答できません

でしたが，お受けする覚悟はできていました．本大会へは専ら聴く側での参加でしたが，“寄生虫症”

について多くを学び，とても感謝しておりました．その大会へこのような形で貢献できるならば，と大

変嬉しく，また光栄の思いでした．一方で，臨床に直接携わることのない自分が臨床を冠する大会を開

催できるのか？という不安もありました．前年の大会で開催の挨拶をしてからは，会場本予約，プログ

ラム企画，HP 作製，運営資金集め，演題募集，懇親会場の選定，細かいところでは弁当決め等々，準
備は容易ではありませんでしたが，副大会長および事務局長の協力と，“大会長の意のままに”という

理事，学会事務局のお言葉に助けられ，何とか終えることができたように感じています．（公財）目黒

寄生虫館には，オリジナル製品のネット販売ブースの出店をお願いし，休憩室を華やかにしていただき

ました．この場を持ちましてお礼申し上げます． 
大会のテーマとしては，昨今の顎口虫症にみるような予想不可能な疾患の多発経験を教訓に，現在の

発生状況，すなわち発表演題を基に“今後の寄生虫症を展望できれば”との想いから「寄生虫症の未来

予想図」とさせていただきました．その一環として，シンポジウム「本邦のエキノコックス症の未来予

想図」を企画し，第一線で取り組んで居られる先生にご登壇いただきました．後の酒宴では，それぞれ

の知見や情報も酌み交わすことができたようで喜ばしい限りでした．応募いただいた一般演題は，“テ

ーマに沿った内容を選んでいただいたのか？”との錯覚に陥りそうになる程に未来の寄生虫症を考えさ

せられる発表で，その質疑応答も含めて感激いたしました． 
東京の 6月はすでに蒸し暑く，雨の心配もありましたが，西新橋においても寄生虫症一色の雰囲気を
醸し出せた大会となったのではないかと安堵しております．これも一重にご参集いただきました皆さま

の熱意のお陰とスタッフ一同，改めて心より御礼申し上げる次第です． 
次回は信州にて長野保健医療大学の高本雅哉先生による大会が予定されております．澄んだ空気の中，

皆さまに再びお会いできるのを今から楽しみにしております． 

 
 


